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（第３号様式－２） 

学校評価の公表について 
（手段・時期・内容等） 

 
 
３月中にホームページにアップして学校評価を公表する。 

領域 学 校 関 係 者 評 価 の 結 果  
学 校 評 価 の ま と め 
（課題と次年度に向けた改善方策） 

学 
校 
経 
営 

１ 教育活動のさらなる充実による「信頼され
る学校づくり」について 
①～③ホームページを利用し中学校へ PR し進
めてほしい。 
・可能な限り時代に対応した広報活動や情報公
開(動画など)してほしい。 
・学校行事がわかりやすくなっている。 
・中学生や保護者等からすると HP は身近な情報
手段なので常に更新されることで学校の様子が
わかりやすいと安心感が大きくなりとても良
い。 
２ 今後の計画の策定と段階的実施について 
①中学生が 1 人でも多く訪問され高校生活など
の良い点を説明してほしい。 
若手教員等の努力や研究の成果が評価される仕
組みの構築をお願いしする。 
②少人数制は賛成だが学校側の状況が大変では
ないか。 
少人数は法典高校の強みと思います。先生方の
負担が大変だと思う 
３ 不祥事を起こさない職場づくりについて 
①学校の問題意識や取り組む姿勢が感じます。
リスク管理や要因ごとに検査等をお願する。 
②コンプライアンスは外部の方の意見を入れて
いかないと難しい。 

③若手教員の研修や研究を正当な評価をするこ
とでやる気を出させてはどうか。 
大人としての接し方等、常に気をつけてもらえる
のはありがたい 
④コミュニケーションを図って、よりよい方向で
行ってほしい。 

 
 
①～③今年度はホームページ担当者がこまめに写
真を撮りホームページにアップすることができた
。 TOPICS・INFORMATION・進路NEWSの更新につい
ては、４月～１月末で、７５回（月平均6.6回）
行えたことは保護者・地域住民に情報の公開をで
きたと思う。 
 
 
２ 
①中学生に本校を更に知ってもらえるためにホー
ムページの掲載を工夫し、情報を公開していく。 
 
 
②学校説明会では本校の特徴である少人数制を分
かりやすく発信していく。 
 
 
３ 
①～③不祥事根絶については、職員とコミュニケ
ーションを取りながら、外部講師を招き意識改革
できる研修を行っていく。 
 
 
 
 
 
 

学 
習 
指 
導 

①学校評価アンケートを実施し先生方が生徒・
保護者・職員の意識を把握しくし改善に努めて
いる。 

②学力の定着化、研究授業も大変評価する。 

継続した指導を行ってほしい。 

生徒が積極的に授業に望む学習指導を工夫して
ほしい。 
③家庭では勉強の習慣をつけるのは難しいので、
先生方の指導で家庭学習が身につく事は非常に
助かる。 

④校長面談を行うなど職員とコミュニケーショ
ンを取っている。 

①②生徒による授業アンケートを行い、生徒の意識
を把握し、少人数展開を活かしたきめ細かな指導に
よって「学びなおしができる授業」「わかる授業」
を更に実践していく。 
 
 
 
③ICTを活用し、授業以外でも学習できる環境を整え
ていく。 
 
④年間３回の面談を実施しているが、継続してコ
ミュニケーションを取っていく。 

生 
徒 
指 
導 

①遅刻を繰り返す生徒の指導と保護者との 3 者
面談でどこに問題があるのか話しをする必要が
ある。遅刻は癖になりやすく、社会生活では大き
な問題である。いじめアンケートを実施し、生徒
の学校生活の安全を確保してほしい。 
 

②年 2 回の保護者面談を行っており大変努力さ
れています。 

担当教員へのフォローアップや学校としての対

①②生徒指導に重点を置くことを本校の第一の特色
として、「全職員の共通理解のもとでの生徒一人ひ
とりを大切にするきめ細かな生活指導」を行い、保
護者と連携しながら生徒を育てていく。 
いじめアンケートを行い、生徒の立場に立って早期
対応を行っていく。 
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応の必要。 

③障害のある生徒を把握するため年度当初に案
内の文章を出し把握に努めている事は素晴らし
い。しっかり対応してほしい。 

④学力をつけることはもちろんですが人として
マナーやルール、相手を思いやる気持ちの指導
をしていただいて感謝する。 

 
③④年度初めに合理的配慮の保護者宛通知文を発出
したうえで、障害のある生徒を把握し、全職員で個
に応じた指導方法を模索していく。 
 

キ 
ャ 
リ 
ア 
教 
育 

①生徒の進路決定は重要です。生徒保護者の意
見を失火入り受け止めてほしい。 

②生徒が進路について気軽に対話できる雰囲気
と生徒の身になって相談する環境を作ることが
大切。 

3 年生は、進学に頑張ってほしい。 
②就職が比較的多い学校で有るので企業の正確
な情報を学校が積極的に収集してほしい。 

③子供や親にとって進路決定はとても大切なと
ころであり、専門的なガイダンスを行い、体験活
動を実施していただき感謝している。これから
も工夫されたものにしてほしい。 

④夏休みも多くの先生方が指導していただき、
感謝している。 

①～④質、量ともに進路ガイダンスをより充実させ
るために、引き続き外部講師によるガイダンス等の
効果的な 方策を工夫、検討し、生徒の健全な職業
観・勤労観を育成する。 

特 
別 
活 
動 

①文化祭が以前に比べ改善され生徒の意識が変
化していている。 

生徒主体の発表がもっと増えることを期待して
いる。 
②部活での実績が素晴らしい。 

部活動の活性化は、生徒の学習意欲も高まると
思います。 
③更に PTA から生徒を応援していきたい。 
各部活動で指導の方法が大きく違う。生徒任せ
ではなく安心できる指導をお願したい。 

①学校行事に参画する意識を育成し、生徒主体の学
校行事をより活性化させる。 
 
②運動部だけではなく文化部も含めて、活性化して
きている。ホームページを活用し活動内容や成果を
積極的に広報し、更なる部活動の活性化を図る。 
 
③ PTAに積極的に応援していただけるよう理事会
やPTA総会で更に広報活動を展開していく。 
 
 


